
の
ほ
か
、
診
療
放
射
線
技
師
、
警
察
や
消
防
な
ど
行
政
職
員
を
対
象

に
、
基
礎
放
射
線
医
科
学
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
、
災

害
医
学
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

　

私
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
は
、「
放
射
線
災
害
復
興
学
」（
下
記

の
別
項
記
事
参
照
）
と
い
う
新
し
い
学
問
体
系
に
基
づ
い
た
人
材
で

す
。平
時
に
は
放
射
線
災
害
の
危
機
管
理
の
対
応
準
備
を
行
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、
救
急
医
療
や
救
命
活
動
に
加
え
て
、
放

射
線
被
ば
く
の
形
態
や
放
射
性
物
質
の
同
定
、
被
ば
く
線
量
の
推
定

な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
家
と
連
携
し
て
危
機
管
理
対
応
を
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
復
興
段
階
で
は
、
除
染
、
放
射
線
防
護
、
被
ば
く
に
よ
る

健
康
影
響
な
ど
に
つ
い
て
継
続
的
に
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

し
、
心
の
ケ
ア
に
も
対
応
で
き
る
、
そ
ん
な
人
材
で
す
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
を
担
え
る
人
材
を
育
て
る
の
で
は
な
く
、保
健
師
、

看
護
師
、
消
防
士
と
い
っ
た
も
と
も
と
の
専
門
性
に
、
災
害
・
被
ば

く
医
療
科
学
と
い
う
考
え
方
を
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

保
健
看
護
学
と
医
科
学
の
二
つ
の
コ
ー
ス

世
界
の
トップ
レベル
の
講
義
と
実
習

︱
︱
共
同
大
学
院
の

概
要
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

高
村　

共
同
専
攻
に

は
、保
健
看
護
学
コ
ー

ス
と
、
医
科
学
コ
ー

ス
の
二
つ
が
あ
り
ま

す
。保
健
看
護
学
コ
ー

ス
は
、
看
護
師
と
保

健
師
を
対
象
と
し
た

コ
ー
ス
で
す
。
医
科

学
コ
ー
ス
は
、
警
察

官
、
消
防
士
、
診
療

放
射
線
技
師
、
海
外

か
ら
の
留
学
生
を
対

　

２
０
１
６
年
度
か
ら
長
崎
大
学
と
福
島
県
立
医
科
大
学
が「
災
害・被
ば
く
医
療
科
学
共
同
専
攻
」を

開
設
し
ま
し
た
。被
ば
く
医
療
学・放
射
線
リ
ス
ク
学
で
実
績
を
持
つ
長
崎
大
学
と
、東
日
本
大
震
災
を
経

験
し
災
害
医
療
分
野
で
の
実
績
を
持
つ
福
島
県
立
医
科
大
学
、そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
特
長
を
活
か
し
、被

ば
く
医
療
科
学
分
野
に
精
通
し
た
人
材
の
育
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

共
同
大
学
院
を
設
置
し
た
狙
い
、カ
リ
キ
ュラ
ム
の
特
徴
、そ
し
て
修
了
者
に
ど
ん
な
役
割
を
担
って
ほ
し
い

と
考
え
て
い
る
の
か
、原
爆
後
障
害
医
療
研
究
所
の
高
村
昇
先
生
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た（
編
集
部
）。

︱
︱
ま
ず
、「
災
害
・
被
ば
く
医
療
科
学
共
同
専
攻
」を
開
設
し
た
き
っ

か
け
を
う
か
が
い
ま
す
。

高
村　

２
０
１
１
年
3
月
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
へ
の

対
応
で
は
、
多
く
の
反
省
点
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
放
射
線
災
害

に
対
応
で
き
る
人
材
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
た
め
、
災
害
現
場
や

医
療
現
場
で
混
乱
が
起
き
た
一
方
、
避
難
し
た
住
民
に
対
す
る
説
明

が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
多
く
の
方
が
不
安
を
抱
き
ま
し
た
。

放
射
線
災
害
の
危
機
管
理
が
で
き
る

保
健
師
や
看
護
師
、消
防
士
ら
を
育
成

高
村　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
放
射
線
災
害
へ
の
危
機
管
理
が
で

き
、
か
つ
災
害
後
の
復
興
を
支
え
る
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
考
え
ま

し
た
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
の
建
設
が
進
む
海
外
、
特
に
ア
ジ
ア

諸
国
に
お
け
る
災
害
・
被
ば
く
医
療
科
学
分
野
の
人
材
育
成
も
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
人
材
の
育
成
も
待
っ
た
な
し
の

状
況
で
し
た
。

　

原
発
事
故
以
来
、
長
崎
大
と
福
島
医
大
は
密
接
に
連
携
し
、
そ
の

中
で
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
体
制
が
必
要
な
こ
と
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
被
ば
く
医
療
学
・
放
射
線
リ

ス
ク
学
で
実
績
を
持
つ

長
崎
大
学
と
、
東
日
本

大
震
災
に
お
け
る
災
害

医
療
分
野
で
の
実
績
を

持
ち
、
教
育
フ
ィ
ー
ル

ド
も
あ
る
福
島
県
立
医

科
大
学
が
、
２
０
１
６

年
に
共
同
大
学
院
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

︱
︱
ど
ん
な
こ
と
が
で

き
る
人
材
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

高
村　

共
同
大
学
院
で

は
、
保
健
師
、
看
護
師

共
同
大
学
院
設
置
の
狙
い
と

修
了
者
が
担
う
役
割

長
崎
大
学
原
爆
後
障
害
医
療
研
究
所

国
際
保
健
医
療
福
祉
学
研
究
分
野　

教
授

高
村　

昇 

氏

　
「
放
射
線
災
害
復
興
学
」
は
、
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
こ

れ
は
高
村
昇
教
授
が
共
同
大
学
院
を
設
置
す
る
に
当
た
り
、
放
射

線
災
害
で
は
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
考
え
た
結
果
、
構
築
し

た
新
し
い
学
問
体
系
で
す
。

　

過
去
の
原
発
事
故
を
み
れ
ば
、
放
射
線
災
害
は
起
こ
り
得
る
事

象
で
す
。し
か
し
、高
村
教
授
は「
わ
が
国
の
原
発
は
１
０
０
％
安
全・

安
心
と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、現
実
に
は
起
こ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。
そ
し
て
、
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
被
ば
く
医

療
に
対
応
で
き
る
人
材
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
露
呈
し
ま
し
た
。

こ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
共
同
大
学
院
設
置
へ
と
こ
ぎ
着
け
た
わ
け

で
す
。

　

災
害
へ
の
即
時
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
、

災
害
の
後
も
長
期
に
わ
た
る
復
興
に
か
か
わ
る
た
め
に
、
多
様
な
人

材
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
問
体
系
が
放
射
線
災
害
復
興
学

で
す
。「
こ
れ
ま
で
の
科
学
的
・
社
会
科
学
的
・
人
文
科
学
的
知

見
を
踏
ま
え
、
放
射
線
災
害
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
の
対
応
準
備
・

緊
急
対
応
・
復
興
を
行
う
た
め
に
必
要
な
エ
ビ
デ
ン
ス
、
ツ
ー
ル
、

政
策
、
人
材
を
提
供
す
る
学
問
体
系
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
災
害
サ
イ
ク
ル
は
図
に
示
し
た
よ
う
に
、「
放
射
線
災
害

発
生
前
」「
放
射
線
災
害
発
生
後
」「
復
興
」
と
大
き
く
3
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
は
、
次
の
よ
う
な
事

項
で
す
。

　
「
放
射
線
災
害
発
生
前
（
平
時
）」
は
、
危
機
管
理
対
応
の
準

備
と
し
て
、
平
時
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
て
、

被
ば
く
線
量
を
低
減
化
す
る
対
策
、
避
難
経
路
の
策
定
、
ク
ラ
イ

シ
ス
対
応
マ
ニュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
放
射
線
災
害
発
生
後
」
は
、
避
難
の
実
施
、
線
量
評
価
、
外

部
被
ば
く・内
部
被
ば
く
の
低
減
化
、ク
ラ
イ
シ
ス
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
「
復
興
」
に
向
け
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
再
建
、
住
民
の

健
康
影
響
評
価
、
継
続
的
リ
ス
ク
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
れ
に
よ

る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

高
村
教
授
は
「
こ
う
し
た
長
期
に
わ
た
る
対
応
を
担
え
る
人
材

を
、
わ
れ
わ
れ
も
長
期
に
わ
た
っ
て
育
て
続
け
る
こ
と
が
、
今
回
の

震
災
で
学
ん
だ
わ
れ
わ
れ
の
責
務
」
と
話
し
ま
す
。

「
放
射
線
災
害
復
興
学
」と
は

〝
次
の
複
合
災
害
〟
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成

●除染～住民・自治体の帰還
●インフラの再建
●コミュニティの再構築
●住民健康影響評価・健康管理
●健康増進 （福島県民健康調査）
●継続的リスクコミュニケーション
●メンタルヘルス対策・健康増進
●廃炉作業

●避難実施
●線量評価
●外部被ばく・内部被ばく低減化
●高度被ばく医療体制構築・実践
●クライシスコミュニケーション

●被ばく線量低減化対策
●避難経路策定
●食品管理、モニタリング
●クライシス対応マニュアル作成
●原子力災害医療体制の整備
●平時のリスクコミュニケーション

復興に向けての対応

危機管理対応準備

危機管理対応

放射線災害発生
放射線災害
発生前

発
生
後

放
射
線
災
害

復
興

図　放射線災害復興学とは？
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福
島
県
立
医
科
大
学
医
学
部　

放
射
線
健
康
管
理
学
講
座　

教
授　

大
津
留
晶 

氏

象
と
し
て
い
ま

す
。
定
員
は
、
長

崎
大
と
福
島
医
大

で
各
10
名
程
度
で

合
計
20
名
で
す
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
大
学
の
保
健

看
護
学
コ
ー
ス
が

5
名
、
医
科
学

コ
ー
ス
が
5
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
に

入
学
し
た
の
は
、

長
崎
大
が
10
名
、

福
島
医
大
が
14
名

で
す
。

　

長
崎
大
学
で

は
、
す
で
に
２
０
１
０
年
度
か
ら
、
保
健
学
専
攻
の
中
に
「
放
射
線

看
護
専
門
看
護
師
コ
ー
ス
」
を
設
置
し
、
被
ば
く
医
療
科
学
分
野
の

人
材
育
成
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
生
の
数
は
年
1
名
程

度
で
、
こ
れ
で
は
現
在
直
面
し
て
い
る
ニ
ー
ズ
に
は
応
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
共
同
専
攻
の
保
健
看
護
学
コ
ー
ス
で
は
、
こ
の
コ
ー
ス

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
被
ば
く
医
療
科
学
分
野
に
精
通
し
た
看
護

師
や
保
健
師
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
科
学
コ
ー
ス
で
は
ア
ジ
ア
諸
国
を
は
じ
め
と
す
る
外
国

人
留
学
生
も
受
け
入
れ
、
将
来
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
こ
の
分
野
を
牽
引

し
て
い
く
人
材
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
留
学
生
へ
の
教

育
は
英
語
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
際
機
関
な
ど
で
の
勤

務
経
験
の
あ
る
一
流
ス
タ
ッ
フ
を
招
聘
し
ま
し
た
。
特
に
国
際
放
射

線
防
護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
の
副
委
員
長
で
あ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ

シ
ャ
ー
ル
氏
（
2
ペ
ー
ジ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
）
を
、
長
崎
大
学
原
爆

後
障
害
医
療
研
究
所
の
教
授
と
し
て
招
聘
し
、
放
射
線
防
護
学
や
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
、
福
島
県
川
内
村
実
習
な
ど
を
担
当

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
講
義
と
実
習
が

行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

︱
︱
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
保
健
看
護
学
コ
ー
ス
と
医
科
学
コ
ー
ス
と

で
、
全
く
違
う
の
で
す
か
？

高
村　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
少
し
複
雑
な
の
で
、
詳
細
は
18
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、
保
健
看
護
学
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
看
護
倫
理
、
放

射
線
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
、
放
射
線
看
護
学
な
ど
が
軸
に

な
り
ま
す
。
修
了
時
に
は
、
平
時
は
医
療
現
場
で
の
放
射
線
科
業
務
な

ど
に
携
わ
り
な
が
ら
、
放
射
線
災
害
時
に
は
緊
急
放
射
線
被
ば
く
医
療

や
住
民
と
の
ク
ラ
イ
シ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
で
き
る
看
護

師
、
保
健
師
と
な
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
医
科
学
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
救
急
医
学
概
論
、
災

害
医
学
特
論
、国
際
保
健
学
特
論
な
ど
が
軸
で
す
。
専
門
知
識
を
基
に
、

放
射
線
災
害
を
含
む
災
害
時
の
医
療
対
応
と
ク
ラ
イ
シ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
や
防
災
計
画
な
ど
幅
広
い
災
害

対
応
を
行
え
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

保
健
看
護
学
コ
ー
ス
と
医
科
学
コ
ー
ス
共
通
の
科
目
も
あ
り
ま

す
。
基
礎
放
射
線
医
科
学
、
災
害
医
学
概
論
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
、
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

概
論
、
被
ば
く
影

響
学
、
疫
学
な
ど

で
す
。
原
発
事
故

の
対
応
で
は
、
特

に
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

精
通
す
る
人
材
の

必
要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。
す
べ
て

の
修
了
者
が
リ
ス

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
学
び
、

自
分
の
職
場
で
そ

の
実
務
能
力
を
発

揮
し
て
ほ
し
い
と

考
え
、
講
義
だ
け

で
な
く
住
民
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
習
も
行
い
ま
す
。

リ
ス
コ
ミ
が
放
射
線
災
害
復
興
学
の〝
縦
糸
〟

〝
横
糸
〟は
英
語
の
文
献
か
ら
の
最
新
情
報

︱
︱
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
共
同
大
学
院
の
大
き
な
柱
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

高
村　

は
い
。
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
先
ほ
ど
お
話
し

し
た
「
放
射
線
災
害
復
興
学
」
の
〝
縦
糸
〟
と
考
え
て
い
ま
す
。
横

糸
は
、
放
射
線
の
影
響
で
す
。
放
射
線
に
よ
る
人
体
へ
の
影
響
、
環

境
へ
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
人
の
心
に
及
ぼ
す
影
響
、
社
会
へ
の
影

響
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
れ
ら
の
放
射
線
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

世
界
的
に
評
価
の
高
い
論
文
が
あ
り
、
今
も
発
信
さ
れ
続
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
英
語
の
論
文
を
自
分
で
読
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
最

新
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
、
こ
の
共
同
大
学
院
の
学
生
に
は
求
め
ら

れ
ま
す
。
英
語
に
あ
ま
り
接
し
な
い
職
場
に
い
た
学
生
は
苦
労
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
努
力
は
必
ず
社
会
の
役
に
立
ち
ま
す
。

︱
︱
実
習
は
、
川
内
村
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

学
生
が
受
講
す
る
よ
う
で
す
ね
。

高
村　

川
内
村
は
、
福
島
県
で
避
難
し
た
自
治
体
の
中
で
、
最
初
に

帰
還
し
た
村
で
す
。
長
崎
大
で
は
当
初
か
ら
そ
の
復
興
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
帰
村
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
の
放
射
線
へ
の
不
安
な

ど
に
応
え
る
た
め
、
２
０
１
３

年
4
月
に
長
崎
大
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
作
り
、
保

健
師
の
折
田
真
紀
子
さ
ん
が

常
駐
し
て
対
応
し
て
き
ま
し

た
（
8
ペ
ー
ジ
の
記
事
参
照
）。

　

折
田
さ
ん
の
活
動
は
、
こ

の
共
同
大
学
院
の
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル

の
一
つ
で
す
。
こ
こ
で
実
習

す
る
こ
と
に
よ
り
、
座
学
で

は
な
く
、
実
践
と
し
て
の
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
生
の
熱
意
に
教
員
も
大
き
な
刺
激

災
害
対
応
で
き
る
人
材
を
継
続
し
て
育
成

︱
︱
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
長
崎
大
と
福
島
医
大
で
の
遠
隔
講

義
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
上
で
戸
惑
い
も
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

高
村　

確
か
に
、
教
員
も
学
生
も
不
慣
れ
で
、
話
す
方
は
相
手
の
反
応

が
す
ぐ
に
つ
か
め
ず
、
聞
く
方
も
ど
こ
で
質
問
し
た
ら
よ
い
の
か
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
計
る
の
が
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
も
慣
れ
の
問

題
で
、
多
く
の
学
生
は
テ
レ
ビ
会
議
で
議
論
し
た
相
手
と
、
川
内
村
な
ど

の
実
習
で
実
際
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
実
習

は
、
ウ
ェ
ブ
の
世
界
の
〝
オ
フ
会
〟
の
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

何
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
で
も

災
害
・
被
ば
く
医
療
科
学
の
大
学
院
に
進
む
と
い
う
熱
意
を
抱
き
、

家
族
と
職
場
の
理
解
を
得
て
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
熱
意
は
わ
れ
わ

れ
教
員
に
も
大
き
な
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
期
生
で
あ
る
彼
ら
は
、２
０
１
８
年
3
月
で
の
〝
出
口
〟
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
履
修
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
選
ん
で
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
教
員

は
、
そ
の
出
口
に
向
け
、
履
修
科
目
の
選
択
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
修
士
論

文
の
テ
ー
マ
の
決
定

に
き
め
細
か
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

　
〝
次
の
複
合
災
害
〟

が
い
つ
来
る
の
か
、
誰

に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

確
か
な
の
は
、
災
害
が

来
た
と
き
に
、
そ
の
危

機
管
理
に
対
応
し
、
復

興
へ
の
道
筋
を
描
く
こ

と
が
で
き
る
多
様
な
人

材
を
育
成
し
続
け
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
と
き
、
私
は
長
崎
大
学
病
院
の
国
際
ヒ
バ
ク
シ
ャ
医
療
セ
ン

タ
ー
の
副
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
原
発
事
故
直
後
に
大
学
か
ら
の
災

害
支
援
活
動
と
し
て
、
私
を
含
む
医
師
2
名
、
看
護
師
2
名
、
診
療
放
射
線

技
師
1
名
ら
で
福
島
に
向
か
い
ま
し
た
。
事
故
の
数
年
前
か
ら
、
万
一
に
備
え
、

救
護
所
や
避
難
所
に
被
ば
く
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
で
き
る
よ
う
に
備
え
て
い
た

か
ら
、
す
ぐ
に
行
動
を
起
こ
せ
た
の
で
す
。
と
は
い
え
、
地
震
、
津
波
に
加
え
、

原
発
事
故
に
よ
る
複
合
災
害
で
あ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
交
通
、
物
資
が
途
絶

え
て
い
る
中
で
の
対
応
は
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

最
前
線
に
立
っ
て
い
た

ス
タ
ッ
フ
の
経
験
を
生
か
す

　

私
は
２
０
１
１
年
10
月
か
ら
福
島
医
大
の
現
在
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
き
ま
し
た
。

あ
の
と
き
の
現
場
経
験
か
ら
、
今
後
も
し
、
同
じ
よ
う
な
複
合
災
害
が
あ
る
と

す
る
な
ら
、こ
の
対
応
の
最
前
線
に
立
っ
て
い
た
長
崎
大
学
や
福
島
医
大
の
ス
タ
ッ

フ
の
経
験
は
貴
重
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
体
系
立
て
て
人
材
育
成
に

生
か
し
た
い
と
の
思
い
は
、
両
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
に
共
通
し
て
お
り
、
共
同
大
学
院

の
構
想
に
結
び
付
い
た
の
で
す
。

　

福
島
医
大
の
共
同
大
学
院
第
一
期
生
は
14
名
で
す
。
震
災
を
経
験
し
、
災
害

へ
の
対
応
が
重
要
だ
と
感
じ
て
、
大
学
院
を
受
験
し
た
学
生
ば
か
り
で
す
。
皆
、

熱
い
思
い
を
持
っ
て
入
学
し
て
い
ま
す
。
教
え
る
わ
れ
わ
れ
の
責
任
は
重
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

共
同
大
学
院
の
、

「
災
害
・
被
ば
く
医
療

科
学
」
は
全
く
新
し
い

学
問
で
す
。
災
害
に
備

え
る
学
問
の
一
つ
で
す

が
、
体
系
立
て
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
も
そ
も
の
き
っ

か
け
が
、
想
定
外
の
複

合
災
害
に
対
応
し
た
経

震
災
で
の
経
験
を
元
に
し
た
新
し
い
学
問

熱
い
思
い
を
持
って
チ
ャレン
ジ
を験

を
学
問
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
当
然
で
す
。
学
生
の
熱
い
思
い
と

２
大
学
の
経
験
を
結
び
付
け
て
、
学
問
体
系
を
組
み
上
げ
な
が
ら
、
人
材
を
育

成
す
る
と
い
う
難
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
毎
日
が
試
行
錯
誤
の
連
続
と
い
っ
て
い

い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
に
加
え

視
野
の
広
さ
を
培
っ
て
ほ
し
い

　

共
同
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
は
多
彩
で
す
（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）。
学
生

そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
が
保
健
師
、
看
護
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
消
防
士
、
救

命
救
急
士
な
ど
異
な
り
、
さ
ら
に
目
指
す
〝
出
口
〟
も
さ
ま
ざ
ま
な
た
め
で
す
。

全
体
の
枠
組
み
は
、
福
島
医
大
と
長
崎
大
の
教
員
が
議
論
を
重
ね
て
練
り
上
げ

た
も
の
で
す
が
、
実
際
に
走
り
出
す
と
い
ろ
い
ろ
問
題
も
出
て
き
ま
す
。
そ
う
し

た
場
合
は
、
学
生
と
も
相
談
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
を
見
直
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
現
在
進
行
形
で
作
り
上
げ
て
い
る
感
じ
で
す
が
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の

は
、
先
ほ
ど
も
話
し
た
学
生
の
熱
意
で
す
。

　

テ
レ
ビ
会
議
は
、
教
員
も
学
生
も
不
慣
れ
な
面
は
あ
り
ま
す
が
、
福
島
に
い
な

が
ら
長
崎
大
の
教
員
の
講
義
を
聞
け
る
と
い
う
の
は
、
学
ぶ
範
囲
が
倍
に
広
が
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
共
同
大
学
院
の
意
義
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
が
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
材
は
、
原
子
力
災
害
も
含
め
た
災

害
に
対
応
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
災
害
後
の
地
域
と
住
民
の
再
生
・
復
興
を
支

え
る
人
材
で
す
。
わ
が
国
だ
け
で
な
く
、
世
界
で
起
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

で
活
躍
で
き
る
人
材
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

学
生
は
新
卒
も
い
ま
す
が
、
す
で
に
何
ら
か
の
資
格
・
免
許
を
持
ち
、
専
門

性
の
あ
る
仕
事
に
就
い
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
平
時
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

と
能
力
を
生
か
し
て
業
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。
共
同
大
学
院
を
修
了
し
た
後
、

何
ら
か
の
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
専
門
性
の
枠
を
超
え
た
動
き
を

し
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
特
に
大
切
な
の
は
、
目
の
前
で
起
き
て
い
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
広
い
視
野
を
持
っ
て
事
態
の
全
体
像
を
と
ら
え
、
チ
ー
ム
や

組
織
と
し
て
冷
静
に
対
処
す
る
こ
と
で
す
。
難
し
い
目
標
で
す
が
、
教
育
す
る

側
も
学
ぶ
側
も
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
な
が
ら
、
実
践
に
役
立
つ
新
し
い

学
問
を
作
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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